
乳用雌子牛のスターター強制給与による晴乳期間の短縮

斎藤亮， 角倉円佳， 中嶋卓広

1.背景・目的

酪農経営における子牛の晴乳・育成の目的は、乳生産

性や長命・連産性などの優秀な遺伝的能力をもった後継

牛を確保することである。崎乳期は育成期のなかでも重

要な位置づけをされており飼養方法の良否によってその

後の発育に大きく影響を及ぼす。しかし硝乳方法には2

週間程度の超早期離乳法から 3ヶ月以上経ってから離乳

する方法など様々な方法があり酪農家の現状をみるとま

ちまちである。

長期時乳と早期離乳の大きな違いは、長期晴乳は子牛

の栄養源を主に液状飼料に依存しているのに対し、早期

離乳は固形飼料に依存している。また、長期晴乳では晴

乳のための労力がかかるほか、固形飼料に比べ代用乳

(粉ミルク)は高価なため飼料費もかかる。そのため、晴

乳期聞を短縮することができれば、省力化・費用の軽減

につながると考えた。これらのことにより、牛の成長に

悪影響を与えず晴乳期間をどれだけ短縮することができ、

省力化・費用の軽減につながるかを検討したいと考えた。

11 .材料および方法

利用施設は附属畜産フィーノレド科学センター(以後

フィーjレドセンター)で供試家畜はフィーノレドセンター

で出生したホルスタイン種雌子牛を試験牛B頭、対照牛

を16頭の合計24頭使用した。飼料給与方法はフィールド

センターで従来実施している方法を基本として用いた。

子牛出生後、敷料を十分に入れたカーブハッチに移動

した。初乳は朝夕 2Eずつ3日間給与した。 4日目以降

は全乳を朝夕 2Eずつ給与した。給与には哨乳ピンを使

用し、給与量は離乳まで原則として変えない。水はス

ターターの摂取量に影響するため、自由飲水とし常に新

鮮な水を置いた。スターターは4日目から自由摂取とし、

通常の自由摂取では10目前後で摂取し始めるが、試験牛

は昧を覚えさせるために4日目から強制給与させた。強

制給与量は l日200gを目安とした。ここが従来のフィー

ノレドセンターでの方法とは異なる点である。一方の対照

牛は自由摂取とした。

スタータ は常に摂取できる状態にした。スターター

の給与にはパ デンスターターを使用した。離乳基準は、

試験牛はスタ ターを3日連続で500g以上摂取とし、対

照牛は慣行法に従い、 l日摂取量が 1kg以上摂取とした。

離乳基準に違いはあるが、これは日本飼養標準の基準を

参考にしたもので、 3日連続500g以上摂取と l日1kg以

上摂取は同じ基準と考えて良いためである。乾草は、対

照牛は自由摂取とするが、試験牛は摂取させなかった。

晴乳期間中のスターター摂取量・体高・体重・離乳日

齢を計調，)した。摂取量は朝夕2回計測をし、体高・体重

はl週間に 1度計測を実施した。離乳後も 4ヶ月齢時ま

での体高・胸囲・体重を追跡調査し、その後の成長に何

らかの影響があるか否かを比較した。

111.結果

1 晴乳期間 e体重に関する結果

表 Iは崎乳期間・体重の比較を示す。 U甫乳期間は平均

で約10日短縮することができた。また、最短では22日で

離乳することができた。両群で出生体重が大きい牛は早

期に離乳することができた。しかし、出生体重が小さい

牛は崎乳期間が長くなる傾向がみられた。また、下痢を

させた牛はスターターの摂取量が l度落ち込むため、崎

乳期間がやや長くなる傾向がみられた。

2. スターター摂取量に関する結果

図 lは1日のスターター摂取量の推移を示す。試験牛

は4日目から強制給与しているため初期の摂取量が多い。

一方、対照牛は自由摂取なので初期の摂取量は極端に低

く10日前後にならないと摂取していない。その後も対照

牛の数値が試験牛の数値を上回ることはなく、常に試験

牛が上回っている結果になり、食い込みが良くなった傾

向がみられた。

3.費用に関する結果

表2は試験牛と対照牛との費用の比較を示す。これま

での結果、液状飼料費・固形飼料費は試験牛で6.720円・

918円、対照牛9.120円・I.350円となった。合計すると試

験牛が7.638円、対照牛10.470円と l頭当たり2.832円の

費用軽減ができた。 l日費用を比較すると試験牛は273

円、対照牛276円と 3円の費用軽減ができた。しかし、

表3は費用の比較日数が違うため一概に費用の軽減とは

いえない。

そこで、試験牛の費用を対照牛の離乳日齢である38日

齢までの費用を計算した。離手L後は単価40円/kgの育成

用配合飼料を I日2kg給与Lた。期間が10日間違うため

費用は800円となった。同日齢で費用を比較しでも2.032

円の費用軽減になった。また、同日齢での l日費用では

試験牛が222円、対照牛が276円と54円の費用軽減ができ

た。これらのことから、 l頭でこれだけの差が生じたと

いうことは多頭数になると、さらに費用の軽減ができる

と考えられる。また、いかに液状飼料に経費がかかって

いることが理解できる。

また、今回の試験では全乳を使用していたため差額は小

さかったが、これが代用乳に置き換えて考えると、もっ

と差がひらくと考えられる。

12 帯畜大別科研報.N.17要約.2003 




